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反応点にピリジルエチニル基を有するジアリールエテンの 
フォトクロミズム 
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反応点置換基にピリジルエチニル基を有するジアリールエテン

誘導体を合成し、そのフォトクロミック挙動の評価を行った 

(Figure 1)。ジアリールエテン 1aは可逆にフォトクロミック反応を示

したが、ピリジン部位を 4級化した 2a において、著しい光反応性

の低下が確認された。 

反応点置換基のカチオンが π共役を介してヘキサトリエン

骨格の 6π 系に影響を与えていることが予測され、共役の影

響を検討するため三重結合を単結合に変えた 3a およ

びその 4 級化塩 4a を合成したところ、3, 4 共に可逆な

フォトクロミズムを示した。このことより 2a におい

てカチオン性置換基が共役系を介して光異性化反応

を阻害していることが示唆された。 

1a はプロトン化によっても 4 級化することができ

る。トリフルオロ酢酸 (TFA) によってプロトン化し

た 1aH2も 2a と同様に光反応性が阻害された。酸によ

りプロトン化した 1aH2 は塩基により脱プロトン化が

可能であり光照射に活性な初状態に戻った。酸塩基を

用いることで、Scheme 1 に示すように可逆に光反応性

をコントロールできることがわかった。 
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Figure 1  Chemical structure of 
diarylethene 1a-4a 

Scheme 1  Schematic representation of the 

control of the photoreactivity by addition of 

acid and base.   

 


